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緊急特集　平成28年熊本地震

自分たちの地域は自分たちで守る

避難所（場所）の再確認を

/指定緊急避難場所（津波）

緊急避難場所、避難所一覧

警察署/消防署

イベントカレンダー

保健センターだより

まちのわだい
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/交通規制お知らせ

町民講座作品

/出生 /おくやみ

オオキンケイギクは特定外来生物

/図書館で雑誌取り扱い開始

/星野富弘美術館だより

人口のうごき（H28. ５. １現在）（　）内は前月比

平成 28 年
熊本地震

　

４
月
14
日
午
後
９
時
26
分
頃
、
熊
本
地

方
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・

５
の
地
震
が
発
生
。
こ
の
地
震
で
益
城
町

で
震
度
７
、
町
内
で
も
震
度
４
を
観
測
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
４
月
16
日
午
前
１
時
25

分
頃
に
も
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
最
大

震
度
７
の
大
地
震
が
発
生
し
、
町
内
で
震

度
５
強
を
観
測
し
ま
し
た
。

　

一
連
の
地
震
で
震
度
７
を
２
回
記
録
し

た
益
城
町
を
は
じ
め
、
南
阿
蘇
村
や
西
原

村
な
ど
多
く
の
市
町
村
で
家
屋
の
倒
壊
や

土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
５
月
８
日
現
在
、

死
者
49
人
、
震
災
関
連
死
18
人
と
な
る
な

ど
多
く
の
方
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
内
で
大
き
な
被
害
は
確
認
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
瓦
が
落
ち
た
り
壁
に
亀
裂

が
入
っ
た
り
し
た
住
宅
も
あ
り
ま
し
た
。

　

震
度
５
弱
の
余
震
を
観
測
し
た
４
月
19

日
に
は
避
難
所
に
１
，
２
７
４
人
が
避
難

し
た
ほ
か
、
道
の
駅
な
ど
で
車
中
泊
し
て

い
る
避
難
者
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

　

熊
本
地
震
に
よ
る
被
災
者
を
支
援
す
る

た
め
に
義
援
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
設
置
場
所　

役
場
本
庁
、
田
浦
基
幹
支

所
、
大
野
出
張
所
、
吉
尾
出
張
所
、
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
、
ヘ
ル
シ
ー
パ
ー
ク
芦
北
、

御
立
岬
温
泉
セ
ン
タ
ー
、
大
野
温
泉
セ
ン

タ
ー
、
道
の
駅
た
の
う
ら

▼
募
集
締
切　

５
月
30
日
㈪

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

総
務
係

　

☎︎（
８
２
）
２
５
１
１（
内
線
２
１
９
）

　
　
　
　

▼
銀
行
振
込
先

【
口
座
名
義
】

日
本
赤
十
字
社
熊
本
県
支
部　

支
部
長　

　

被
災
地
域
の
各
市
町
村
に
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
セ
ン
タ
ー
の
情
報
に
つ
い
て
は
熊
本
県

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
持
参
す
る
物

作
業
着
（
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
）、
帽
子
、

雨
具
、
マ
ス
ク
、
軍
手
、
安
全
靴
、
タ
オ

ル
、
昼
食
、
飲
み
物
な
ど

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
注
意
事
項

・
必
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
て

く
だ
さ
い
。（
き
ず
な
の
里
で
申
込
み
可
）

・
交
通
手
段
や
宿
泊
、
食
事
な
ど
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
自
身
で
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

芦
北
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎︎
（
８
６
）
０
２
９
４

　

熊
本
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

☎︎
０
９
６
（
３
４
２
）
８
２
６
６

蒲
島 

郁
夫
（
カ
バ
シ
マ 

イ
ク
オ
）

【
熊
本
県
支
部
専
用
口
座
】

　

・
肥
後
銀
行　

三
郎
支
店　

　
　
（
普
）
５
９
１
８
９
３

　

・
熊
本
銀
行　

日
赤
通
支
店　

　
　
（
普
）
３
０
８
７
０
７
１

▼
募
集
締
切　

６
月
30
日
㈭

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
赤
十
字
社
熊
本
県
支
部　

振
興
課

　

☎︎
０
９
６
（
３
８
４
）
２
１
２
０

被
災
者
へ
の
支
援  

〜
今
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

義
　
援
　
金

★
日
本
赤
十
字
社
熊
本
県
支
部

★
義
援
金
箱
（
芦
北
町
）

地
震
に
よ
り
倒
壊
し
た
家
屋
（
嘉
島
町
）

倒
壊
し
た
建
物
（
熊
本
市
）

　

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
の
隊
員
も
震
災
の
発
生
当
日
か
ら
緊
急

消
防
援
助
隊
と
し
て
現
地
で
の
捜
索
や
救

急
搬
送
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
29
日
か
ら
は
、
交
代
で
南
阿
蘇
村

の
救
急
搬
送
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

緊急消防援助隊として出動する隊員（４月 29 日）
左から宮本健洋隊長、福田健生隊員、宮﨑紘臣隊員

緊
急
消
防
援
助
隊
が
現
地
で
活
動

４
月
14
日　

午
後
９
時
26
分
頃

　

震
源　

熊
本
地
方
（
深
さ
11
キ
ロ
）

　

最
大
震
度
７
（
益
城
町
）

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
５
（
前
震
）

　

芦
北
町
で
震
度
４
を
観
測

４
月
16
日　

午
前
１
時
25
分
頃　

　

震
源　

熊
本
地
方
（
深
さ
10
キ
ロ
）

　

最
大
震
度
７
（
益
城
町
、
西
原
村
）

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
（
本
震
）

　

芦
北
町
で
震
度
５
強
を
観
測

４
月
19
日　

午
後
５
時
52
分
頃　

　

震
源　

熊
本
地
方
（
深
さ
10
キ
ロ
）

　

最
大
震
度
５
強
（
八
代
市
）

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
５
・
５

　

芦
北
町
田
浦
で
震
度
５
弱
を
観
測

■
町
内
の
有
感
地
震
回
数 （
４
月
14
日
〜
）

　

※
５
月
８
日
現
在
・
速
報
値

　

震
度
５
強　

１
回

　

震
度
５
弱　

１
回

　

震
度
４　
　

４
回

　

震
度
３　
　

10
回

　

震
度
２　
　

26
回

　

震
度
１　
　

76
回

■
町
内
で
観
測
さ
れ
た
主
な
地
震

皆様の温かい支援を
お願いします。

緊急特集

（写真；熊本素材写真アーカイブス「キロクマ」より）

人 口　　　１８，２９１人　  （−２１）

男 　　　　８，６１０人　  （−　４）

女 　　　　９，６８１人　  （−１７）

65 歳以上　　　　７，２９８人　  （＋　５）

世 帯 数　　　　７，４４３世帯（＋　５）
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４
月
16
日
に
現
地
で
緊
急
消
防
援
助
隊

と
し
て
活
動
し
て
い
た
宮
崎
竜
二
隊
長
に

当
時
の
様
子
を
聞
き
ま
し
た
。

　　

宮
崎
隊
長
は
、
前
震
の
あ
っ
た
翌
日
の

４
月
15
日
午
後
、
第
２
隊
と
し
て
出
動
し

ま
し
た
。
16
日
未
明
、
倒
壊
の
危
険
の
あ

っ
た
益
城
町
の
病
院
か
ら
の
要
請
で
患
者

搬
送
を
受
け
持
ち
ま
し
た
。
救
急
車
で
搬

送
の
準
備
を
し
て
い
る
最
中
、
激
し
い
揺

れ
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
現
場
に
集
ま
っ

て
い
た
隊
員
た
ち
は
立
っ
て
い
る
こ
と
す

ら
で
き
ず
、
救
急
車
は
ず
れ
動
き
、
建
物

が
グ
ラ
グ
ラ
と
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
様
子
に
身

の
危
険
を
感
じ
た
そ
う
で
す
。
16
日
午
前

１
時
25
分
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
最

大
震
度
７
の
本
震
発
生
の
瞬
間
で
し
た
。

　

こ
の
地
震
で
事
態
は
急
転
。
緊
迫
し
た

状
況
で
病
院
内
か
ら
患
者
を
連
れ
出
し
屋

外
に
一
旦
退
避
さ
せ
、
そ
の
後
、
受
け
入

れ
先
の
病
院
に
搬
送
し
ま
し
た
。
搬
送
先

の
病
院
で
は
停
電
し
た
ロ
ビ
ー
や
屋
外
に

も
多
く
の
負
傷
者
が
お
り
、
治
療
の
優
先

順
位
を
決
め
る
ト
リ
ア
ー
ジ
が
行
わ
れ
て

い
て
「
ま
る
で
野
戦
病
院
の
よ
う
だ
っ

た
」
と
宮
崎
隊
長
は
振
り
返
り
ま
し
た
。

　　

今
回
の
地
震
を
踏
ま
え
「
水
俣
・
芦
北

管
内
で
も
大
き
な
地
震
が
起
こ
っ
た
と
き

に
は
到
着
ま
で
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
は
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
こ
と
、
そ
し
て
隣
近
所
と
の
助
け

合
い
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

●２、３日分の飲料水の確保を

●避難するときに必要な懐中電灯や防寒具、毛布などの準備を

●タンスなど大きな家具の近くでは就寝しない

●正しい情報の収集を（地震情報や避難所など）

●大きな地震が起きたらどう行動するのかを事前に考えておく

宮崎 竜二 消防司令補
芦北消防署

芦北消防署からのアドバイス

活
動
中
に
激
震
に
遭
遇

事
態
は
急
転
。
緊
迫
し
た
状
況
に

自
分
の
身
は
自
分
で
守
り
、
地
域
で
の

助
け
合
い
も
大
切

地震に備えて

自助 共助

公助

自分の身は
自分で守る

地域住民が互い
に協力しあう

国や県、町など
の行政、消防機
関による救助・
援助など

災害時の被害を
抑える

地域の防災力

日頃から各家庭で避難
道路の確認や非常袋の
準備など（自助）を行
うことが大切です。

自
主
防
災
組
織
が
担
う
役
割

　

14
日
、
16
日
の
地
震
直
後
、
自
主
防
災

会
の
役
員
に
電
話
連
絡
を
試
み
ま
し
た
が

電
話
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

反
省
か
ら
24
日
に
緊
急
会
議
を
行
い
、

「
震
度
５
弱
以
上
」
の
地
震
が
発
生
し
た

場
合
は
自
主
的
に
役
員
は
集
合
す
る
と
い

う
取
り
決
め
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

会
議
の
中
で
は
、
ひ
と
り
で
の
避
難
が
難

し
い
要
支
援
者
へ
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て

も
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し
て
で
き
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
事
前
に

決
め
て
お
か
な
け
れ
ば
す
ぐ
に
は
動
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
地
震
を
教
訓
に

公
助
の
前
に
自
助
、
共
助
だ
と
い
う
共
通

認
識
が
で
き
ま
し
た
。
地
震
は
い
つ
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
繰
り
返
し
防
災

訓
練
を
す
る
こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

町
消
防
団
で
は
地
震
発
生
後
、
巡
回
や

避
難
所
の
管
理
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
町
内
で
震
度
５
強
を
記
録
し
た
の
は

初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
団
員
が
機
敏

に
対
応
し
町
民
の
安
心
感
に
つ
な
が
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

課
題
と
し
て
は
、
地
震
発
生
後
に
電
話

が
つ
な
が
り
に
く
く
な
る
た
め
、
連
絡
手

段
の
確
保
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
な
ど
災
害
時
に
も
つ

な
が
り
や
す
い
ツ
ー
ル
の
活
用
も
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
を
よ
く
知
る
消
防
団
と
し
て
は
、

地
域
を
再
点
検
し
、
危
険
箇
所
を
把
握
し

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

た
だ
、
ま
ず
は
じ
め
に
個
人
の
備
え
が

最
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
緊
張
感
を
持

ち
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
防
災
意
識

が
高
ま
っ
て
い
る
今
こ
そ
、
地
震
に
対
す

る
備
え
を
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
、
原
発

事
故
を
き
っ
か
け
に
千
葉
県
か
ら
移
住
し

農
業
を
営
む
長
野
夕
帆
さ
ん
に
自
助
に
つ

い
て
聞
き
ま
し
た
。

　　

東
日
本
大
震
災
の
と
き
は
千
葉
県
で
震

度
５
強
に
遭
遇
。
移
住
し
た
と
き
は
正
直

九
州
で
は
大
き
な
地
震
は
こ
な
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
今
回
の
地
震
で
日
本
に
い

る
以
上
地
震
が
起
き
な
い
場
所
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

田
舎
に
移
住
し
た
こ
と
は
間
違
っ
て
い
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
然
に
恵
ま
れ
た

こ
こ
な
ら
ば
す
ぐ
に
水
は
確
保
で
き
る
し
、

食
べ
物
も
な
ん
と
か
な
り
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
も
都
会
に
は
な
い
強
み
を
持
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

備
え
と
し
て
は
、
す
ぐ
に
逃
げ
ら
れ
る

よ
う
に
身
の
回
り
に
靴
を
置
く
こ
と
と
、

車
の
中
に
避
難
用
品
が
あ
れ
ば
い
い
の
か

な
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
も
一
番
大
事
な

の
は
家
族
を
守
る
た
め
に
落
ち
着
い
て
行

動
す
る
「
心
の
備
え
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
自
助
、
共
助
、
公
助
が
そ
れ
ぞ
れ
機
能
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
害
の
軽
減

や
拡
大
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

災
害
の
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
消
防
署
や
消
防
団
な
ど
の
公
助
だ
け
で
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
地
域
で
組
織
的
に
行
動
し
、
近
隣
の
人
た
ち
で
助
け
合
う

こ
と
が
迅
速
な
避
難
・
救
助
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
生
き
埋
め
や
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
の
約
98
％
が
自
助
・
共
助

に
よ
っ
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。　

自
主
防
災
組
織
と
は

　

自
主
防
災
組
織
は
災
害
に

対
し
て
地
域
・
近
隣
で
協
力

し
支
え
あ
う
組
織
で
「
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
の

手
で
守
ろ
う
」
と
い
う
自
主

的
な
防
災
活
動
を
行
う
こ
と

が
目
的
で
す
。

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
消
防
署
な
ど
の
防

災
関
係
機
関
だ
け
で
は
細
部

ま
で
対
応
が
間
に
合
わ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
と
き
「
自
ら
の
命
を
守

る
」
た
め
に
、
日
頃
か
ら

「
見
守
り
」
な
ど
、
身
近
な

人
た
ち
の
安
否
確
認
や
お
互

い
の
助
け
合
い
が
必
要
で
す
。

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る

〜
共
助
と
自
助
で
被
害
を
軽
減
〜

迫本明治 会長

田川地区自主防災会

長野 夕帆 さん
（米田）

松﨑 政司 団長

芦北町消防団

自
ら
の
地
域
や
家
族
を
守
る

interview

み
ん
な
を
守
る
公
助
の
現
場

interview

患者を急いで運び出す救急隊員
（写真：芦北消防署提供）

緊急特集 平成 28 年熊本地震緊急特集 平成 28 年熊本地震

自主防災組織

東日本大震災経験者

千葉県からの移住者

消防団

消防署
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■芦北町指定緊急避難場所 ･ 指定避難所一覧（津波を除く）

◎開設する避難所は状況によって異なります。防災行政無線や町ホームページなどでお知らせします。
◎大きな地震発生時には施設の安全確認などのため避難所の開設に時間がかかる場合があります。
　一時的に建物の外など身の安全が守れる場所で待機をお願いします。

指定緊急避難場所…差し迫った災害の危険から一時的に逃れるための施設や場所
指定避難所…災害の危険性があり避難した人や災害により家に戻れなくなった人などを滞在させるため
　　　　　　の施設（緊急避難場所を兼ねる施設もあります）　

区　名 指定緊急避難場所

田浦町１〜４

背後地裏山などの高台 
御立岬管理棟（駐車場） 
田浦基幹支所（２階） 
黒崎霊苑

小田浦１〜５
背後地裏山などの高台 

町道宮浦線

海浦１、２

背後地裏山などの高台 

町道佐敷太郎線 

県立あしきた青少年の家

波多島

井牟田１、２

背後地裏山などの高台 

県道二見田浦線

鶴木山

計石西

計石東

背後地裏山などの高台 
芦北海浜総合公園 
県立あしきた青少年の家 
大瀧神社 
広域農道

白　岩
道川内西
道川内東

背後地裏山などの高台 

町道道川内田浦線

区　名 指定緊急避難場所

花　西
芦　北

背後地裏山などの高台 
芦北町民総合センター 
芦北町役場

乙千屋
背後地裏山などの高台 
芦北高校（屋上）

向　町
本　町
上　町
新　町
花　東

背後地裏山などの高台 

佐敷城跡

花　北
諏　訪

背後地裏山などの高台

福　浦

沖

女島西

背後地裏山などの高台 
県道水俣田浦線 
広域農道 
沖農村公園

平　生

湯　北

湯　南

背後地裏山などの高台 
湯浦小学校（校舎、体育館） 
湯浦中学校（校舎、体育館）

湯　東

宮　崎
背後地裏山などの高台

津波のとき■芦北町指定緊急避難場所一覧

区　名 場　所

指　定　緊　急　避　難　場　所
指定

避難所洪水

河川の氾濫

崖崩れ、土石流、

地すべり、地震
高  潮

田浦１〜４
田浦中学校（校舎、体育館および武道館） ○ ○ ー ○

田浦小学校（校舎、体育館） ○ ○ ー ○

田浦町１〜４
芦北町地域活性化センター ○ ○ ○ ○

地区公民館 ー ○ ー ○

小田浦１〜４
小田浦地区生涯学習センター（校舎）

○ ○ ○ ○
宮浦地区ふれあいセンター

小田浦５〜７
小田浦地区生涯学習センター（校舎）

○ ○ ○ ○
小田浦福祉センター

海浦１・２

芦北幼稚園（校舎、体育館） ○ ○ ○（校舎２階）

○県立あしきた青少年の家 ○ ○ ○

海浦地区公民館 ー ー ー

波多島
上田浦地区社会教育センター ○

○ ○
○

波多島農事研修館 ー ー

井牟田１
上田浦地区社会教育センター

○ ○ ○ ○
下井牟田地区ふれあいセンター

井牟田２
上田浦地区社会教育センター

○ ○ ○ ○
上井牟田地区ふれあいセンター

横居木
芦北町地域活性化センター ○ ○

ー ○
横居木公民館 ー ー

鶴木山
計石西
計石東

県立あしきた青少年の家 ○ ○ ○
○

旧計石小学校（校舎） ー ー ○（校舎２階）

白　岩
佐敷小学校（校舎、体育館）

○ ○
○（校舎２階）

○
県立芦北高等学校 ○

花　西
芦　北
向　町
本　町
上　町

芦北町社会教育センター

○ ○ ○ ○

芦北町民総合センター（しろやまスカイド

ーム）

芦北町地域資源活用総合交流促進施設

（スカイドーム横交流センター）

道川内西
道川内東
乙千屋
花　北

佐敷小学校（校舎、体育館）

○ ○ ー ○

県立芦北高等学校

伏木氏
伏木氏分校 ○ ○

ー
ー

佐敷小学校（校舎、体育館） ー ー ○

新　町
諏　訪
花　東
田　川
桑　原
八　幡
宮　浦

佐敷中学校（校舎、体育館） ○ ○ ー ○

《優先して開設する避難所（予防的避難所）》
◆田浦地域…地域活性化センター（田浦基幹支所横）　◆佐敷地域…交流センター（スカイドーム横）
◆吉尾地域…吉尾出張所　　◆大野地域…大野出張所　　◆湯浦地域…きずなの里

避難所（場所）の再確認をしましょう

自
宅
・
職
場

近くの広場、高台、
グラウンドなど

指定緊急避難場所

家屋の倒壊や災害の危険性
があり家に戻れない場合

指定避難所

指
定
避
難
所

地震や津波などの場合は
まず安全な場所へ

その他の災害の危険から
緊急に逃れるとき

■避難のイメージ

※
行
政
区
に
よ
り
避
難
所
（
場
所
）
を
指
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
全
の
確
保
が
で
き
る
最
寄
り
の
避
難
所
（
場
所
）
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

８ページにつづく
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区　名 場　所

指　定　緊　急　避　難　場　所
指定

避難所
洪水

河川の氾濫

崖崩れ、土石流、

地すべり、地震
高  潮

松　生
大尼田
立　川

大尼田地区生涯学習センター（体育館） ○ ○ ー ○

永　谷
黒　岩
大岩２
岩屋川内
大岩１
上　原

大岩公民館

○

ー

ー ○

吉尾小学校（校舎、体育館） ○

吉　尾
市居原

吉尾小学校（校舎、体育館） ー ー
ー ○

東部保健福祉センター ○ ○

箙　瀬
吉尾小学校（校舎、体育館） ○ ○

ー ○
町立公民館大野分館（大野出張所） ー ー

海路
高田辺
内木場

海路小学校 ○ ー
ー

ー

吉尾小学校（校舎、体育館） ー ○ ○

白　石
天　月
白　木
塩　浸

町立公民館大野分館（大野出張所） ○ ○ ー ○

東　告
町立公民館大野分館（大野出張所） ー ー

ー
○

告地区生涯学習センター ○ ○ ー

西　告

告地区生涯学習センター ○ ○

ー

ー

町立公民館大野分館（大野出張所） ー ー ○

漆川内公民館 ー ー ○

市野瀬
大　野
国　見

大野地区構造改善センター
○ ○ ー ○

大野小学校（校舎、体育館）

福　浦
沖

女島西

女島地区生涯学習センター（体育館） ○ ○

○

ー

女島活力推進センターゆめもやい ○ ○ ○

湯浦小学校（校舎、体育館） ー ー ○

湯浦中学校（校舎、体育館） ー ー ○

平　生
湯　東
湯　北
湯　南
湯南団地
宮　崎

芦北福祉センター ー

○

ー

○

芦北町多目的研修センター ○ ー

きずなの里 ○ ○

湯浦小学校（校舎、体育館） ○ ○

湯浦中学校（校舎、体育館） ○ ー

米　田
丸　山

丸米地区生涯学習センター（体育館） ○ ○ ー ○

豊　岡
大川内西
大川内東
大川内南
高岡北

内野小学校（校舎、体育館）

○ ○ ー ○

内野福祉センター

高岡南
古石北
古石南

古石地区生涯学習センターみどりの里 ○ ○ ー ○

※
行
政
区
に
よ
り
避
難
所
（
場
所
）
を
指
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
全
の
確
保
が
で
き
る
最
寄
り
の
避
難
所
（
場
所
）
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

芦
北
消
防
署

芦
北
警
察
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

☎（
８
２
）４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

☎（
８
２
）３
１
１
０

消
火
器
は
安
全
・
適
正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う

熊
本
地
震
に
便
乗
し
た
犯
罪
や

　
　
　
根
拠
の
な
い
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

■
空
き
巣
な
ど
に
注
意
！

　
現
在
、
県
内
に
お
い
て
、
不
在

の
住
宅
や
店
舗
な
ど
を
狙
っ
た
空

き
巣
や
忍
び
込
み
な
ど
の
侵
入
犯

罪
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

《
対
策
》

　

熊
本
県
と
全
国
の
警
察
官
が
、

パ
ト
ー
ロ
ー
ル
や
避
難
所
訪
問
を

行
っ
て
い
ま
す
。
も
し
不
審
者
を

見
か
け
た
場
合
は
、
警
察
へ
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
家
を
留
守
に
す
る
時
は

施
錠
を
徹
底
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
地
震
に
関
す
る
根
拠
の
な
い

　
情
報
に
注
意
！

　「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」に
関
連

し
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
悪

質
な
根
拠
の
な
い
情
報
な
ど
が
広

ま
っ
て
い
ま
す
。

《
対
策
》

　

不
確
か
な
情
報
の
書
き
込
み
や

転
送
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
信
頼
で
き
る
情
報
か

真
偽
を
確
か
め
て
行
動
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

①
消
火
器
を
火
の
近
く
ま
で
持
っ

　

て
行
き
、
黄
色
の
ピ
ン
を
抜
き

　

と
る
。

②
火
の
根
元
に
向
け
て
ノ
ズ
ル
を

　

構
え
る
。

③
レ
バ
ー
を
強
く
握
り
、消
火
薬

　

剤
を
噴
出
さ
せ
、火
の
根
元
を

　

掃
く
よ
う
に
消
火
薬
剤
を
か
け
る
。

消
火
器
の
正
し
い
使
い
方

　　

一
般
的
に
消
火
器
の
使
用
期

限
は
、
保
管
状
態
の
良
い
場
合

で
８
〜
10
年
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
長
い
期
間
放
置
し
て
い
る

と
、容
器
に
腐
食
や
サ
ビ
が
進
行

し
、思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
り
ま

す
。
定
期
的
に
容
器
な
ど
を
点

検
し
、異
常
が
あ
る
場
合
は
早
急

に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
要
に
な
っ
た
消
火
器
は
自

分
で
処
分
、分
解
せ
ず
専
門
業
者

又
は
購
入
し
た
店
に
相
談
し
、処

分
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
依
頼
し
ま

し
ょ
う
。

　

消
防
職
員
が
直
接
自
宅
へ
伺

っ
て
、点
検
や
交
換
、販
売
を
勧

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
古
い
消
火
器
は
処
分
・

　
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う

■
消
防
職
員
を
装
っ
た
訪
問
販
売

　
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

みんなで力を
合わせましょう

車中泊など避難の際はエコノミークラス症候群に注意を
　車などの狭い場所に同じ姿勢で
いると、血行不良となり血液が固
まりやすくなります。その結果、
血栓（血の固まり）が肺の中に詰
まるなどの「エコノミークラス症
候群」を発症する恐れがあります。

【予防法】
〇軽い体操やストレッチ運動を行う。
〇十分に、こまめに水分をとる。
〇アルコールや喫煙を控える。
〇眠るときは足をあげる。
○着圧ソックスを着用する。

㈱
レ
ヴ
ア
ル
提
供
の
着
圧
ソ

ッ
ク
ス
を
着
用
す
る
避
難
者
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日 月 火 水 木 金 土

19  20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

5 月
芦北町イベントカレンダー

5月19日〜6月25日

6 月

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

３〜４カ月児健診
（保健センター）

年金出張相談

9:30 〜※要予約

（役場３階会議室）
水俣市・葦北郡各町

対抗陸上競技大会

（エコパーク水俣陸

上競技場）

ノルディックウォー

キング健康教室

（きずなの里）

※日程は変更になることがあります 内は関連ページ

田浦子育て支援センター  行事予定（６月）

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用できます。
一時保育も行っています。
　子育て仲間づくりや情報交換にお気軽にご利用ください。
▶センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　午前９時 30 分〜正午　午後２時 45 分〜５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎（８７）００３４

6月3日（金）お絵かきをして遊ぼう
13日（月）〜16日（木）
　　父の日のプレゼントづくり
21日（火）リズム遊び
30日（木）身体測定・誕生会（６・７月生まれ）

図書館休館日
【社教センター】6月５日（日）

《芦北児童館》　似顔絵に挑戦しよう！　
とき　６月11日（土）　午後１時30分〜
対象　小・中学生　　内容　好きな人の似顔絵を描く

《湯浦児童館》　第３回卓球大会　
とき　６月11日（土）　午後２時〜
対象　どなたでも　内容　参加賞・優勝者に賞品あり
※児童館は児童に健全な遊び場、機会を提供し、心身とも
に豊かな発達ができるように支援する施設です。
▶利用時間　午前10時〜午後６時（月曜日休館）
＊問い合わせ先　
　芦北児童館　☎（８２）３０３６
　湯浦児童館　☎（８６）００７４　

【田浦図書室】５月23日（月）、６月13日（月）

　児童館からのお知らせ（６月の行事）

平成生き生き大学

開校式（社教センター）

行政相談

（活性化センター）

10:00〜15:00

町民体育祭 
男女グラウンド・ゴ
ルフ大会
（岩崎グラウンド）

各中学校体育祭

１歳６カ月児健診

（保健センター）

まちだより
でこぽんキッズ

（保健センター）

まちだより

介護予防サポー

ター養成講座

（きずなの里）

まちだより

人権相談

（社教センター、地域

活性化センター）

まちだより

３歳児健診

（保健センター）

３〜４カ月児健診
（保健センター）

一日一汗運動

町民体育祭 
男女バレーボール大会

（しろやまスカイドーム）

献血

　10；00 〜12:00

　芦北地域振興局

　13:30 〜16:00

　ファーマーズでこぽん
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血圧や脈拍
が下がる。

血液中の一酸
化炭素濃度が
正常になる。

咳・息切れが改善する。

上昇していた心臓
の病気( 冠 動 脈 疾
患)のリスクが半
減する。

脳卒中のリスクが
吸わない人と同じ
レベルになる。

肺がん死亡率が喫煙者の半
分になる。
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禁煙後

心機能・肺機
能が改善する。

【長期的な影響】

【妊婦、新生児への影響】

【すぐにあらわれる症状】

・流産、早産
・乳幼児突然死症候群
・新生児の低体重化
・新生児の将来の肥満、糖尿病

・目の痛み、目がしみる
・のどの痛み、咳
・心拍数の増加
・冷え性

・肺がん
・副鼻腔がん
・子宮頸がん
・呼吸機能の低下
・気管支喘息の悪化
・脳卒中
・心筋梗塞
・動脈硬化
・糖尿病

受動喫煙によるさまざまな影響
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町有林の安全を祈願する関係者

学校農業クラブで奉仕活動

　４月 14 日に、町有林育成と管理・作業に携わる
人の安全を祈願するため、町有林安全祈願祭が行わ
れました。町や町議会、町有林管理人、消防団、漁
協などの関係者が参加。町有林管理人の前田隆章さ
んからは「これからも事故なく、しっかりとした管
理をしていきたい」と挨拶がありました。
　芦北町の町有林は約７６７ヘクタールと県内有数
の規模ですが、町有林管理人の協力のもと安全に育
成・管理されています。

　４月 13 日に白石駅で、大野保育園児がＳＬ人吉
号をおもてなししました。これは、平成２９年春に
新たな列車の運行を予定しているＪＲ九州が、それ
に先駆けてＳＬ人吉号を特別運行したものです。
　駅員と葦北鉄砲隊に扮した園児に迎えられた乗客
は、でこぽんゼリーのお土産を笑顔で受け取ってい
ました。また、園児たちは葦北鉄砲隊さながらの演
武も披露し、乗客を楽しませました。

　４月12 日に県立あしきた青少年の家で、熊本県学校
農業クラブ連盟による花の苗植えが行われました。
　芦北高校を含む県内の農業高校12 校が、研修合宿
の活動の一環として行ったものです。各学校が栽培
した花の苗を持ち寄り、約430 ポットの苗をロータ
リーの花壇やプランターに植えつけました。
　県立あしきた青少年の家の森英和所長は「奉仕活
動の一環として花持参で作業してもらい、ありがた
い。これから花がきれいに咲くので、利用者へのいい
出迎えになります」と嬉しそうに話していました。

花の苗を植え付ける県内の農業高校生

白石駅でSL人吉号をおもてなし

町有林育成と作業の安全を祈願

SL 人吉号を鉄砲隊演武で歓迎する大野保育園児

あいさつする芦北町漁協の八里代表理事組合長

　芦北町漁協で 4 月 4 日、芦北観光うたせ船・一本
釣り遊漁船船出式が行われました。
　関係者約 50 人が出席し海の安全と千客万来を祈
願しました。芦北町漁協の八里政夫代表理事組合長
は「高齢化のためうたせ船の数が減ってきており、
厳しい環境の中にありますが、みんなで努力して盛
り上げていきたい」と話しました。
　観光うたせ船は定員 12 人で 4 万円（税別）で貸し切
ることができ、希望により船上料理も注文ができます。
＊問い合わせ先　芦北町漁協　☎（８２）３９３６

観光うたせ船千客万来を祈願　

　吉尾小で４月 26 日、交通安全教室が行われ、全
校児童８人が道路の渡り方や自転車の正しい乗り方
などについて学びました。
　吉尾小校区には信号機や交通量の多い道路はない
ものの、見通しの悪いところや道幅の狭いところな
どがあるため、「車が来たら路肩に止まって待つ」「自
転車に乗るときは後ろも確認する」などの注意があ
りました。同小の教諭は「交通ルールを守って事故
に合わないという 100 点満点で１年間通学してく
ださい」と児童に話していました。

道路の渡り方を学ぶ吉尾小児童

佐敷川にアユを放流

佐敷川にアユを放流する桑本憲任副組合長

　芦北町内水面漁協が４月 20 日、佐敷川にアユの
稚魚約２万尾を放流しました。放流された約８セン
チの稚アユたちは、元気に川の中を泳ぎ回っていま
した。
　順調に生育すれば佐敷川でアユ漁が解禁される７
月頃には体長 20 センチほどに成長した姿がみられ
るようになるということです。なお、佐敷川で組合
員以外がアユを獲るには入漁料が必要です。
＊問い合わせ先
　内水面漁協事務局（本田）　☎（８２）５３５８

吉尾小で交通安全教室

ローラーリュージュのリフト乗り場にできた行列

　ゴールデンウィーク期間中の町内の観光施設は震
災の影響もあり、例年よりも来場者が少ない状況で
したが、好天に恵まれた５月４日と５日には芦北海
浜総合公園に多くの親子が訪れていました。
　ローラーリュージュやゾーブ、子どもの城などで
は子どもたちが笑顔で駆け回っていました。また、
芝生広場でもお弁当を広げて楽しむ家族連れなどで
にぎわいを見せていました。
　町では来園者が安全に楽しく過ごしてもらうた
め、施設改修を計画的に行っています。

Ｇ・W 子どもたちの笑顔はじける

ホタルの乱舞始まる

ホタルの乱舞が始まった内野川（５月７日）

　内野川でホタルの乱舞が始まり、多くの人の目を
楽しませています。
　内野川では４月 12 日にほたる保護監視員の吉川
慶弓さんにより今年のゲンジボタルが初確認されて
いました。
　今後、町内各地で順次ホタルの乱舞が見られるも
のと予想されています。

《各地域のピーク予想》▶５月中旬：乙千屋川　
▶５月下旬：漆口川・漆川内川（西告）、山神川・
　今村川（横居木）　▶６月上旬：吉尾川（大岩）
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　平成28 年６月１日現在で、「経済センサス –
活動調査」が実施されます。
　調査対象事業所に５月中旬から調査員が調査
票を持って伺います。
　提出された内容は統計以外の目的には使用しま
せんので、調査へのご理解とご協力をお願いしま
す。
＊問い合わせ先　
　　企画財政課　政策推進係
　　☎（８２）２５１１（内線２５３）

平成28年経済センサスｰ 活動調査のお知らせ

お 知 ら せ

　経営の不安定な就農初期段階の青年就農者で、
一定の要件を満たす人への給付金があります。
①経営開始型（最長５年、年間１５０万支給）　
　経営開始から５年以内で、45 歳未満で独立・
自営就農した人が対象。また、就農計画が芦北町
の策定する「農業経営基盤の強化の促進に関する
基本的な構想」に妥当であると認定されているこ
とが必要です。
②準備型（最長２年、年間１５０万支給）
　都道府県などが認める農業大学校や先進農家・
先進農業法人などで研修を受ける就農希望者が対
象です。
※認定要件や給付期間途中での離農などによる給
付金返還リスクがあります。
＊申込・問い合わせ先
　農林水産課　農政係
　☎（８２）２５１１（内線２７１、２７５）

青年就農給付金給付事業について支
援

　県弁護士会では、高齢者・障がいのある人に関す
る法律相談を、電話・FAX で受け付けています。弁護
士が直接お話を伺います。相談は無料ですので、お気
軽にご相談ください。
▶︎電話相談
　相談用ダイヤル：０１２０（５７）９９６０
　受付：月・木曜日（祝祭日は除く）午後１時〜午後４時
▶︎ FAX 相談
　FAX 相談の申込書がありますので、県弁護士会へ
お問い合わせください。FAX での申込後、弁護士が
折り返しお電話します。
＊問い合わせ先
　熊本県弁護士会
　☎０９６（３２５）０９１３
　FAX：０９６（３２５）０９１４

高齢者や障がいのある人
無料法律相談

相
談

　芦北町に残る文化財や郷土史を学習してみませ
んか。今年度は「芦北町の文化財」をテーマに全４
回の講座を行います。受講生自身に、身近にある文
化財についての調査と紹介をしてもらいます。
▶︎日程

１
座学「調べて知ろう！芦北の文化財①（芦北に残る
　　　文化財）」
　６月２９日（水）午後７時〜午後８時３０分

２
座学「調べて知ろう！芦北の文化財②（調査内容の
　　　紹介）」
　８月３１日（水）午後７時〜午後８時３０分

３
現地見学「町内の文化財見学」
　１１月１２日（土）午前１０時〜午後３時

４
現地見学「町内の文化財見学」
　１２月１０日（土）午前１０時〜午後３時３０分

▶︎対象者　町内に在住・通勤・通学している人
　　　　　※全回に参加できる人
▶︎定員　３０人（先着）
▶︎募集期間　５月２０日（金）〜６月１０日（金）
▶︎参加費　無料
▶︎場所　社会教育センター
※日程や時間は変更になる場合があります。
＊申込・問い合わせ先
　生涯学習課　文化振興係
　☎（８７）１１７１（内線１４５）

　男女が共に暮らしやすい豊かな地域社会づくり
を推進するため、職場、家庭、地域などで男女共
同参画社会づくりのけん引役となる地域リーダー
育成の研修を行います。
　研修に参加を希望する人は、熊本県男女共同参
画センターホームページに掲載されている「参加
申込書」に必要事項を記入のうえ提出してくださ
い。
▶対象者　
　県内在住の２０歳以上６５歳未満で、全ての研
　修課程に意欲を持って参加できる人
▶定　員　　２０人
▶申込期限　６月１０日（金）
▶申込先　　芦北町役場　総務課
▶県の支援　
　事前・事後研修にかかる交通費相当額と、
　県外研修にかかる旅費の一部を補助します。
＊問い合わせ先
　くまもと県民交流館パレア男女共同参画センター
　☎０９６（３５５）１１８７

男女共同参画社会づくり
地域リーダー研修

募
集

　水俣・芦北郡市歯科医師会では「歯と口の健康
週間」にあわせて、歯の無料健診を実施します。健
診を受けた人には、粗品を贈呈します。
　なお、通常の治療に移行する場合は保険証が必
要になります。
▶実施期間　６月１日（水）〜６月８日（水）
▶診療時間　各歯科医院の診療時間内
▶予約方法　実施医療機関へ事前に申込
▶実施医療機関
　あいりす歯科医院　☎（６９）４１８２
　あしきた歯科医院　☎（８２）３１６１
　井上歯科医院　　　☎（８２）３５６６
　さしき宮島歯科医院　☎（８２）２４１８
　野村歯科医院　　　☎（８７）００４０
　藤崎歯科医院　　　☎（８７）１５１５

　※診療時間など詳しいことに
　　ついては各医療機関に直接
　　お問い合わせください。

無料歯科健診のご案内健
診

【グリーンカーテンを作ろう！】
▶日時　６月４日（土）午前１０時３０分〜正午
▶場所　熊本県環境センター（水俣市）
▶定員　３０人程度（先着順）
▶費用　無料
▶申込期限　５月２８日（土）
▶申込方法
　住所、氏名、年齢、電話番号、を明記してハガ
キ、FAX、E メールで申し込んでください。
＊申込・問い合わせ先
　熊本県環境センター
　☎（６２）２０００　FAX（６２）１２１２　
　E メール：center@kumamoto-eco.jp

熊本県環境センター　６月のイベント

　放送大学では、平成２８年度第２学期（１０月入
学）の学生を募集しています。
　放送大学はテレビ、ラジオ、インターネットを
利用して授業を行う通信制の大学です。心理学、
福祉、経済、歴史、文学、自然科学など、幅広い
分野を学べます。
▶出願期間　　第１回締切　８月３１日（水）
　　　　　　　第２回締切　９月２０日（火）
＊資料請求・問い合わせ先
　放送大学熊本学習センター
　☎０９６（３４１）０８６０　

放送大学
平成２８年度２学期生募集

募
集

お 知 ら せ

　熊本県では、県内の豊かな森林資源を最大限に
利活用し、木材を低コストで安定的に供給できる
体制をつくるために、「森林の集約化」に取り組
んでいます。
　この取り組みでは、自身で森林を経営・管理す
ることが困難な人を対象に、所有権移転のための

「あっせん」の支援なども行っています。
＊問い合わせ先
　県庁森林整備課　☎０９６（３３３）２４４１
　芦北地域振興局　林務課　☎（８２）２５２４

森林をお持ちの皆さんへ
大切なお知らせ

森
林

町民歴史講座　受講生募集
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書
道
（
か
な
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

四
宮
美
枝
子

　
「
春
眠
や
」

編　

集　

後　

記

▼
熊
本
で
も
い
つ
か
は
起
こ
る
と

予
想
さ
れ
て
い
た
大
き
な
地
震
。

で
も
そ
の
「
い
つ
か
」
は
ま
だ
ず
っ

と
先
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
今
回
地
震
を
引
き
起
こ
し
た

断
層
活
動
は
数
千
年
か
ら
数
万
年

の
単
位
と
か
。
人
間
に
は
長
い
時

間
で
す
が
何
十
億
年
も
の
歴
史
を

重
ね
て
き
た
地
球
か
ら
し
て
み
れ

ば
、
ほ
ん
の
ひ
と
ツ
マ
ミ
ほ
ど
で

し
ょ
う
か
。
地
上
に
住
む
私
た
ち

は
地
球
の
営
み
を
受
け
入
れ
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
被
災

さ
れ
た
人
が
一
日
も
早
く
日
常
を

取
り
戻
せ
る
よ
う
に
、
こ
れ
以
上

被
害
が
広
が
ら
な
い
よ
う
に
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。（
上
野
）

▼
大
規
模
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

熊
本
地
震
。
本
町
で
も
避
難
所
が

開
設
さ
れ
、
７
日
現
在
も
余
震
が

観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
期
に
わ

た
る
避
難
所
開
設
で
は
消
防
団
、

自
主
防
災
組
織
、
区
長
さ
ん
な
ど

地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
て
の
運

営
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民

同
士
で
の
声
か
け
や
避
難
支
援
な

ど
の
話
を
耳
に
し
、
地
域
の
結
び

つ
き
の
重
要
性
も
感
じ
ま
し
た
。

▼
県
内
各
地
で
多
く
の
方
々
が
被

災
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
考
え
実
行
し
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
ス
ギ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本 

寿
奈

絵
手
紙

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
口 

増
子

お 誕 生 お め で と う

　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

早川　星
る あ ん

空　　  ３．２６　    女　　 新吾　　  田川

宮本　晃
こ う た

汰　 　 ４．  ４　    男　　 泰志　　  計石西

髙野　悠
ゆ う ま

真　　  ４．１１　    男　　 洋平　　  小田浦５

渡邊　健
た け る

琉　　  ４．１２　    男　　   勤　　　芦北

渡邊　翔
か け る

琉　　  ４．１２　    男　　   勤　　　芦北

渡邊　煌
ひ か る

琉　　  ４．１２　    男　　   勤　　　芦北

溝部　圭
け い た

太　　  ４．１５　    男　　 道生　　  湯浦南

鶴森　惟
い と

杜　　  ４．２１　    女　　 隆介　　  芦北　

道﨑　美
み れ い

玲　　  ４．２３　    女　　   華　　　湯南団地

H28. ４. １〜４.30 受付分（敬称略）受付件数９件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報係までご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

　氏　　名               死亡日　     　年齢　　　　  区　

野﨑　トメ子　　 ４．  １　　　８５　　　沖

竹田　三晴　　　 ４．  ２　　　７７　　　小田浦２

平生　健一　　　 ４．  ７　　　７０　　　湯浦東

神崎　秀光　　　 ４．  ７　　　７９　　　國見

大平　千春　　　 ４．  ８　　　５１　　　湯浦南   

坪木　美惠子　　 ４．１０　　　７４　　　乙千屋

藤井　深　　　　 ４．１１　　　８１　　　宮崎

田中　サナミ　　 ４．１３　　　９２　　　花岡西

山﨑　ヤメ　　　 ４．１３　　　９２　　　古石北

竹下　勇吉　　　 ４．１９　　　９２　　　田浦２

入江　次雄　　　 ４．２０　　　７９　　　海浦２

駒走　實　　　　 ４．２３　　　９６　　　田浦３

平生　勝　　　　 ４．２６　　　８５　　　湯浦東

本郷　ミツノ　　 ４．２７　　　８５　　　田浦町１

稲葉　愼一　　　 ４．２７　　　７３　　　丸山

H28. ４. １〜４.30 受付分（敬称略）受付件数 19 件

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。

60

内
野
の
棒
踊
り

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
前
号
に
引
き

続
き
町
内
の
各
地
域
に
伝
わ
る
棒
踊
り

の
中
か
ら
、「
内
野
の
棒
踊
り
」
を
紹

介
し
ま
す
。

　

内
野
の
棒
踊
り
は
明
治
12
年

（
１
８
７
９
）
に
内
野
地
区
の
上
村
伊

之
助
家
の
養
子
と
な
っ
た
薩
摩
出
身
の

庄
次
郎
が
、
自
ら
習
得
し
て
い
た
武
芸

踊
り
に
、
そ
れ
ま
で
内
野
地
区
に
伝

わ
っ
て
い
た
奴
踊
り
の
長
所
を
加
え
て

創
作
さ
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

内
野
の
棒
踊
り
の
特
徴
は
、
芦
北
に

伝
わ
る
棒
踊
り
で
は
唯
一
、
女
性
が
踊

り
手
に
加
わ
る
も
の
で
、
途
中
に
手
踊

り
が
入
る
の
も
他
と
違
っ
た
大
き
な
特

徴
で
す
。

　

６
種
類
の
唄
に
合
わ
せ
て
男
３
人
、

女
３
人
の
６
人
が
１
組
と
な
り
、
前
後

左
右
各
々
踊
り
が
異
な
る
群
舞
で
武
芸

踊
り
の
激
し
さ
と
奴
踊
り
の
優
美
さ
を

兼
ね
備
え
た
踊
り
で
す
。

　

主
に
地
区
の
行
事
や
初
盆
の
供
養
、

雨
乞
い
祈
願
な
ど
で
踊
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
全
国
民
芸
大
会

や
全
国
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
な
ど

数
々
の
大
会
へ
熊
本
県
代
表
と
し
て
出

演
し
海
外
公
演
も
行
う
な
ど
、
保
存
会

を
中
心
に
積
極
的
な
伝
承
活
動
が
行
わ

芦北に残る文化遺産

れ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
42
年
に
は
宮
浦
の
棒
踊
り
と
も

に
熊
本
県
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、
名
実
と
も
に
熊
本
を
代
表

す
る
民
俗
芸
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
目

に
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
内
野
小
学
校
の
運
動
会
な
ど
で

披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

郷
土
芸
能
は
そ
の
地
域
の
歴
史
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
地
域

に
誇
り
と
愛
着
を
も
た
ら
す
も
の
で

す
。
町
内
各
地
域
に
伝
わ
っ
て
い
る
棒

踊
り
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
っ
て
起

源
や
踊
り
の
種
類
が
違
い
ま
す
の
で
、

自
分
の
地
域
の
歴
史
を
知
る
た
め
に
も

ま
ず
は
地
域
の
郷
土
芸
能
を
調
べ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎︎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

熊
本
県
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

昭
和
42
年
４
月
19
日
指
定

内野の棒踊り

　南九州自動車道新設工事に伴う橋梁架設工事の
ため、次のとおり夜間規制を行います。
▶日時　
　◎ 5 月 20 日 ( 金 ) 夜〜 21 日 ( 土 ) 朝
　◎ 5 月 27 日 ( 金 ) 夜〜 28 日 ( 土 ) 朝
　　　午後 10 時〜午前 6 時
　《予備日》※気象状況により
　◎ 5 月 21 日 ( 土 ) 夜〜 22 日 ( 日 ) 朝
　◎ 5 月 28 日 ( 土 ) 夜〜 29 日 ( 日 ) 朝
▶区間
　南九州自動車道　芦北 IC 〜津奈木 IC( 下り線 )
　および国道 3 号 津奈木駅付近　　
▶規制内容　夜間全面通行止め
▶迂回路
　【普通車】　津奈木駅付近町道
　【中・大型車】　県道 56 号〜広域農道
※中・大型車は、津奈木駅付近通り抜けができま
せん。津奈木駅付近までは通行可能です。
水俣 ( 鹿児島 ) 方面・八代 ( 熊本 ) 方面に行かれ
る場合は、迂回路へお回りください。
普通車は、津奈木駅付近に町道迂回路があります。

＊問い合わせ先
　㈱日本ピーエス 町中第 2 橋上部工工事作業所
　☎（７８）４０８０　

●夜間全面通行止めのお知らせ《芦北 IC 〜津奈木 IC( 下り線 )、国道３号津奈木駅付近》

町民講座作品紹介
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（
再

生
紙

使
用

）

○
休
館
日　

第
２
・
４
月
曜
日

○
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

＊
問
い
合
わ
せ
先　

星
野
富
弘
美
術
館　

☎︎
（
８
６
）
１
６
０
０

　

当
美
術
館
は
、
群
馬
県
み
ど
り
市
立
富

弘
美
術
館
の
姉
妹
館
と
し
て
、
平
成
18
年

５
月
に
開
館
し
、
多
く
の
星
野
富
弘
フ
ァ

ン
や
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
今
年
は
「
開
館
10
周
年
」
と
い
う
記

念
す
べ
き
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

本
年
度
は
開
館
10
周
年
記
念
企
画
と
し

て
、
星
野
富
弘
の
「
家
族
の
愛
」
や
「
い

の
ち
」、「
自
然
」
を
テ
ー
マ
に
作
品
展
を

開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
10
月
23
日
（
日
）

に
は
記
念
講
演
会
を
行
う
予
定
に
し
て
い

ま
す
。

　

▶
「
い
わ
し
」

美
術
館
だ
よ
り

芦
北
町
立

　

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
５
月
〜
７
月

ご
ろ
に
か
け
て
黄
色
の
花
が
咲
く
植
物

で
、
本
町
で
も
道
端
な
ど
で
よ
く
見
か
け

ま
す
。
し
か
し
、「
特
定
外
来
生
物
」（
注
）

に
指
定
さ
れ
、
栽
培
、
運
搬
、
販
売
、
野
外

に
放
つ
こ
と
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

（注）「特定外来生物」とは、外来生物法（正
式には「特定外来生物による生態系等に係
る被害の防止に関する法律」）により、生
態系などに被害を及ぼすものとして指定さ
れた生物です。

▶
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
生
活
課　

環
境
対
策
係

　

☎︎（
８
２
）
２
５
１
１（
内
線
１
４
７
）

【
処
理
す
る
時
の
注
意
】

　

根
か
ら
引
き
抜
き
、
２
〜
３
日
天
日
で

乾
燥
さ
せ
枯
死
さ
せ
た
後
、
燃
え
る
ゴ
ミ

と
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、地
区

な
ど
で
大
量
に
処
分
し
よ
う
と
す
る
場
合

は
、住
民
生
活
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

オオキンケイギクは「特定外来生物」です

雑誌の取り扱いを始めました
町立図書館では、次の雑誌の取り扱いを始めました。
※最新号は館内閲覧のみ
《取扱雑誌》

・婦人公論（中央公論新社）
・きょうの料理（Ｎ H Ｋテキスト）
・きょうの健康（Ｎ H Ｋテキスト）
・趣味の園芸（Ｎ H Ｋテキスト）

　

現
在
開
催
中
の
「
小
さ
な
私
と
、
大
き

な
愛
」
展
で
は
、
一
瞬
の
出
来
事
で
当
た

り
前
の
日
常
を
失
っ
た
時
、
そ
の
と
き
家

族
や
友
人
か
ら
受
け
た
大
き
な
愛
を
詩
画

に
表
現
し
た
、
心
温
ま
る
作
品
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
に
、
鑑
賞
い
た
だ
け
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
。

開館 10 周年記念企画展

小さな私と、大きな愛
2016. 5.10（火）〜 7.10（日）

＊問い合わせ先
　町立図書館（社会教育センター内）
　☎（８２）２２１３

図書館だより


